




































































































































































































◯ 同 『続和本入門 江戸の本屋と本づくり』（平凡社ライブラリー、２０１１）
＊原刊２００７
◯ 同 『和本への招待 日本人と書物の歴史』（角川選書、２０１１）
◯渡辺守邦『表紙裏の書誌学』（笠間書院、２０１２）
◯横山 重『書物捜索』全２冊（角川書店、１９７８）
しげる
◎『書誌学展図録』（慶應義塾大学附属研究所斯道文庫編刊、２０１０）＊開設５０周年記念
◎『岩瀬文庫の１００点』（西尾市岩瀬文庫編刊、２００８）＊創立１００周年記念特別展図録
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付）書誌用語概説
基本的な書誌用語を紹介する。記述にあたっては、適宜『日本古典籍書誌学辞典』や『和書
のさまざま』ほか多くの先行文献を参照したが、簡潔を旨とした。
◆奥書（おくがき）
書物の最後に記された、その書物の成立事情等を書き留めた文章。「本奥書」（ほんおくが
き）と「書写奥書」（しょしゃおくがき）などがある。
◆識語（しきご）
書物の成立事情等に関わらない、後人によって記された文章。「奥書」とは異なり、書物の
どこにでも記される。
◆刊記（かんき）
刊本の、多くは巻末に付された刊行年月と書肆（多くは住所を併記）を刻したもの。
しよ し
◆奥付（おくづけ）
刊本の刊記部分を、後ろ表紙の見返しに刻したもの。江戸後期に多い。複数の書物に流用
されることが多いので注意を要する。
◆蔵書印（ぞうしょいん）
所蔵者が、その所有を示すために押捺した印記のこと。朱文による長方印または方印が一
般的だが、白文や墨文、稀に藍文・緑文もあって、その意匠はさまざまである。
◆絵入本（えいりぼん）
絵を伴った写本と刊本の総称。文を主体としたものに対して使用する。
◆絵本（えほん）
絵のみ、もしくは絵を主体とした写本と刊本の総称。奈良絵本などの写本に対しても使わ
れるが、特に江戸期に刊行された墨印や多色摺りの刊本に対して使用されることが多い。
◆装訂（そうてい）
書物の仕立て方や製本の仕方のこと。「装幀」は誤用、「装釘」は宛て字で、「装訂」を使う
べきだとする長澤規矩也説に従う。
き く や
◆料紙（りょうし）
書物の本体部分に用いられた紙のこと。
◆表紙（ひょうし）
書物の本文を保護するために、その外側に付されたもの。
〈以 上〉
